
 

薬事委員会記録 
 

日   時：平成 26 年 6 月 5 日(木) 16 時 00 分 

場   所：医学部 1 階 小会議室 

出 席 者：伊藤、鶴見、西垣(和)、諏訪、木村(暁)、森田、村瀬、平川、中山、川瀬、棚橋、加

納、安田(満)、木村(豪)、杉山、畠山、久保田、兼村、吉田、堀川、竹中、生熊、岡

安、安田(浩) 、小森、西垣(美) 

代理出席者：三輪〔看護〕 

委任状提出：山口、白上、富松、荒木、村上、酒々井 

欠 席 者：豊木、市川、林、長瀬、紀ノ定、折居 
 

記録の承認 

平成 26 年 3 月 6 日開催の薬事委員会の記録を承認した。 

 

協議事項 

１．医薬品の採用について 

10 品目（サムスカ錠 7.5mg、プリジスタナイーブ錠 800mg、アジルバ錠 20mg、ウルティ

ブロ吸入用カプセル、ビソノテープ 4mg、レルベア 200 エリプタ 14 吸入用、モルペス細

粒 2% 0.5g/包、アセリオ静注液 1000mg、ボルベン輸液 6%、エポエチンアルファ BS 注 3000

シリンジ「JCR」）の採用を承認した。 

２．医薬品の継続試用について 

5 品目（アロキシ点滴静注バッグ 0.75mg50mL、ボンビバ静注 1mg シリンジ、オザグレル

Na 点滴静注 80mg バッグ「テルモ」、ケナコルト-A 皮内用関節腔内用水懸注 50mg/5mL、

ナイキサン錠 100mg）の継続試用を承認した。 

３．医薬品の新規試用について 

9 品目（コンプラビン配合錠、ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g、テネリア錠 20mg、

オレンシア点滴静注用 250mg、イーケプラドライシロップ 50%、アゾルガ配合懸濁性点

眼液、カロナール細粒 50%、ザルティア錠 5mg、カルタン OD 錠 500mg）について、申

請診療科および薬剤部より説明された後、新規試用の承認可否について投票を実施した。 

その結果、コンプラビン配合錠を除く 8 品目については承認された。コンプラビン配合

錠は出席委員および委任状を提出された委員の総数の 2／3 の可票を得られなかったため、

承認取り下げとした。 

テネリア錠 20mg とアゾルガ配合懸濁性点眼液については、採用同効薬あるいは他の配合

剤も含めた見直しを行うこととした。 

また、ザルティア錠 5mg については、適正な運用を目的として、PDE5 阻害作用を有する

薬剤の処方時には確認書を用いた運用を行うこととした。 

４．医薬品の採用中止について 

9 品目（アコニンサン錠、ピリナジン末、ピレチア細粒 10％、カタリン点眼用 0.005%、

フエナゾールクリーム 5％、ベリプラスト P コンビセット組織接着用 3mL、ジプレキサ

筋注用 10mg、ブレビブロック注 100mg、リュープリン注射用 1.88）の採用中止を承認し

た。 

５．医薬品の院外採用について 

17 品目（テビケイ錠 50mg、ラクツロース・シロップ 60%「コーワ」10mL/包･同 15mL/

包、プレミネント配合錠 HD、スーグラ錠 25mg･同 50mg、デベルザ錠 20mg、フォシーガ

錠 5mg、ルセフィ錠 2.5mg、ロンサーフ配合錠 T15･同 T20、デュファストン錠 5mg、ザ



 

イザルシロップ 0.05%、トピナ細粒 10%、ビオプテン顆粒 2.5%、ラベキュアパック 400、

ラベファインパック）の院外採用を承認した。 

６．後発医薬品への切替について 

PL 配合顆粒以下 52 品目の後発医薬品への切替を承認した。 

 

報告事項 

１．医薬品の販売中止について 

ゲファニールカプセル 50mg の販売中止が報告された。 

２．緊急購入医薬品の登録について 

15 品目（ジオトリフ錠 20mg･同 30mg･同 40mg･同 50mg、スーグラ錠 50mg、スタリビル

ド配合錠、チオデロンカプセル 5mg、ビオプテン顆粒 10%、ニュープロパッチ 9mg、カ

ドサイラ点滴静注用 100mg･同 160mg、タイガシル点滴静注用 50mg、トリセノックス注

10mg、ノボラピッド注 100 単位/mL 10mL、ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g）の緊

急購入の登録が報告された。 

 

その他 

１．院外採用薬の採用について 

中部ブロック国立大学病院における院外採用薬の採用状況及び品目数について報告がさ

れた。今後は、薬事委員の診療科（2 内科、3 内科、総合内科、2 外科から各 1 名）及び

薬剤部（2 名）の代表委員により小委員会を設け、院外採用薬申請に基づき、採用につい

て毎月検討を行うこととした。委員の任期は 2 年で交代制とした。 

２．院内特殊製剤について 

平成 25 年 4 月から 1 年間の院内特殊製剤の調製状況及び使用状況について報告された。 

３．医薬品情報の提供について 

医薬品状況の提供に関するアンケートの第 2 回目を行った。 

 

 

次回薬事委員会の開催日時は、平成 26 年 9 月 25 日(木)とした。 


